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このような観点、に立ち 新しい光導波形信号変換器の構成法について論じるもので，本文 5 章と付録
からなっている。
第 1 章は序論で，本研究の背景を概観すると共に，本研究の目的および地位を明らかにしている。
第 2 章では，光導波路の 1 次元配列中に基本的な光回路素子を組合せることによる光導波形信号変
換器の新しい構成法を示している。この構成法は，離散形積分変換を 2 信号の重み付き和差演算の組
合せに置換えることに基き，光導波路の 1 次元配列中に規準演算素子を組合せるものである。まず，








第 4 章では，第 2 章・第 3 章に示した光導波形信号変換器の構成例を示している。光導波路配列に
おいて方向性結合器と移相器を実現する場合の具体的な構造を示し，更に，光信号変換器の一例とし
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て光アダマール変換器のす法を数値例により見積り，実現の可能性を検討している。
第 5 章は結論で，本研究で得られた成果を総括し，今後に残された問題点を明らかにしている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，基板上に作られた光導波路の一次元配列中に適当な光回路素子を付加することによって
得られる新しい光信号変換器について論じたものである。
著者は，分布形方向性結合器及び移相器により光信号の和差演算，交換及び複素係数倍を行う 3 種
類の基本演算素子を実現できることを示し，これらを光導波路列中に規則的に配置して離散形積分変
換を行うことを提案している。さらに，この構成法の制約，簡略化，標準的な構成に必要な素子の個
数及び段数などについて考察している。
次に，離散光フーリェ変換器，光アダマール変換器及び離散光ハール変換器の各々について，構成
基本式を導出し，これに基づいて規準素子の配置を決める手順を求め，さらに，各変換器の構成に必
要な規準素子の個数と段数，他の変換器の構成への応用などについて論じている。最後に， リッジ形
光導波路を用いることを想定して，光信号変換器の具体的な構成について考察し，光アダマール変換
器の設計例を示している。
本研究は，従来の薄膜レンズを利用する方法と異なり，光導波技術を信号処理系ヘ積極的に応用し
ようとする新しい着想に基づくものであり，又，考えている変換器の構造が規則的で集積化に有利で
あることから，光集積回路としての将来性が注目され，博士論文として価値あるものと認める。
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